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助教授荒木 浩 教授梅村 喬
論文内容の要旨
申請論文は第 1 篇「院政期儒者論」、第 2篇「影前の院政期J 、第 3 篇「東大寺図書館蔵『遁世述懐抄』の研究」
の 3篇で構成されている。すなわち、文学制作を担う人、文学制作の場、その資料の三点を軸として、平安時代後期、
院政期の日本漢文学の世界の解明を目指した論文である。





























第 2 篇の第 2 章の基本的視点を見出しており、また細部についても新たな事実を指摘している個所が少なくない。歴
史史料以前に考察の直接の対象である漢詩文についても、従来の研究に対する批判的視点を持ちつつ、丁寧な読解を




のといえよう。なお、第 1 篇、第 2篇のほとんどの論には関連する年表が付されているが、これも労作として評価で
きるものである。
ただし、第 2篇の諸論を「影前の院政期J という総題で括っているが、これは表現としても熟さないものであり、
総題としてはたして適切なものであるかという疑問があるが、然したる問題ではない。
沈滞気味の平安後期日本漢文学研究に寄与する所の大きい清新な論文である。よって博士(文学)の学位を与える
にふさわしいものと認定する。
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